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９
月
定
例
県
議
会
が
９
月
13
日
か

ら
10
月
15
日
ま
で
開
か
れ
、
３
人
の

日
本
共
産
党
県
議
団
は
、
県
民
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
切
実
な
要
求
の
実
現
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

 

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
小
学
校

ま
で
の
現
物
給
付
化
が
来
年
８
月
か

ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

滝
沢
市
が
中
学
校
ま
で
医
療
費
助

成
を
拡
充
す
る
な
ら
、
中
学
校
卒
業
ま

で
の
現
物
給
付
化
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
中
学
生
ま
で
拡
充
分
の
国
に
よ
る

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は
わ
ず
か
１
千
万
円

程
度
で
す
。 

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
看
護
師
の
更

な
る
大
幅
な
増
員
と
勤
務
環
境
の
抜

本
的
な
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

 

県
立
病
院
の
次
期
経
営
計
画
（
中
間

案
）
で
は
、
医
師
の
増
員
が
38
人
か

ら
81
人
に
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
増
員
計
画
を
実
現
す
る
た
め

に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。
こ
の
10
年
間
で
１
４
８

億
円
余
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
岩
手

医
大 

入
居
し
て
い
ま
す(

６
月

末
現
在)

。
こ
れ
ま
で
本
設

移
行
し
た
商
業
者
は
３
３

３
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

来
年
度
の
政
府
予
算
概
算

要
求
に
、
仮
設
施
設
の
維

持
・
解
体
費
用
が
盛
り
込

ま
れ
、
退
去
を
迫
る
こ
と

な
く
本
設
移
行
や
無
償
譲

渡
な
ど
丁
寧
な
支
援
を
行

う
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

「
被
災
地
で
の
福
祉
灯

油
の
継
続
を
求
め
る
請

願
」
が
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。 

決算特別委員会で知事への総括質疑に立つ斉藤県議（１０月２日） 

医
大
か
ら
の
医
師
派
遣
を
強
く
求
め

ま
し
た
。
達
増
知
事
は
「『
地
域
医
療

確
保
に
向
け
た
連
携
及
び
協
力
に
関

す
る
協
定
書
』（
平
成
29
年
度
）
を
締

結
し
て
お
り
、
大
学
は
医
師
の
適
正
な

養
成
、
派
遣
な
ど
、
地
域
医
療
へ
の
貢

献
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
同
大

学
か
ら
県
立
病
院
等
へ
の
医
師
派
遣

の
拡
充
に
よ
り
、
地
域
医
療
の
充
実
が

図
れ
る
よ
う
岩
手
医
大
に
対
し
て
求

め
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

看
護
師
確
保
に
つ
い
て
、
中
間
案
で

は
24
人
の
削
減
か
ら
66
人
の
増
員

計
画
に
見
直
さ
れ
た
も
の
の
、
極
め
て

不
十
分
で
す
。
こ
の
５
年
間
で
看
護
師

は
１
３
８
人
増
員
さ
れ
ま
し
た
が
、
９

日
夜
勤
は
昨
年
度
９
０
３
件
と
１
２

１
件
も
増
加
。
年
次
休
暇
は
平
均
で

８･

２
日
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
夜
勤

専
従
や
二
交
代
制
の
導
入
が
強
引
に

進
め 

子どもの医療費助成拡充を求める岩手の会が早期に
小学校まで現物給付の拡充を申し入れ(９月１２日) 

県立中央病院の宮田院長(左)と懇談する県議団(９月１８日) 

 

被
災
者
の
最
も
切
実
な
課
題
で
あ

る
「
被
災
者
の
医
療
費
・
介
護
利
用
料

等
の
免
除
措
置
」
が
来
年
１
月
以
降
も

１
年
間
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
被
災
者
・
県
民
の
運
動
が
免
除

継
続
の
知
事
の
決
断
に
至
り
ま
し
た
。 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
確
立
の
課
題
で
は
、

災
害
公
営
住
宅
の
高
齢
者
の
一
人
暮

ら
し
世
帯
が
１
５
１
１
世
帯(

31･

３
％)

に
の
ぼ
り
、
生
活
支
援
相
談
員

が
訪
問
・
見
守
り
を
し
て
い
ま
す
が
、

自
治
会
等
と
情
報
が
共
有
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。 

ま
せ
ん
。
県
営
災
害
公
営
住
宅
で
は
22

団
地
の
う
ち
自
治
会
確
立
は
16
、
入
居

者
名
簿
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
ず

か
３
自
治
会
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
立
の
た
め
に
も
入
居

者
名
簿
の
提
供
を
求
め
ま
し
た
。 

 

仮
設
店
舗
に
は
、
２
８
０
の
商
業
者
が

入 

 

西
日
本
豪
雨
や
北
海
道
地
震
な
ど

続
発
す
る
大
災
害
に
つ
い
て
、
堤
防
の

決
壊
や
計
画
雨
量
を
超
え
た
ダ
ム
の

放
流
が
犠
牲
者
を
増
や
し
た
こ
と
な

ど
を
指
摘
し
、
こ
の
間
の
教
訓
を
深
め

て
対
応
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

避
難
対
策
で
は
、
自
主
防
災
組
織
に

要
支
援
者
名
簿
が
提
供
さ
れ
て
い
る

の
は
20
市
町
村
、
個
別
支
援
計
画
を

１ 

１
０
０
％
作
成
し
て
い
る
の
が
４
市

町
村
、
全
く
作
成
さ
れ
て
い
な
い
自
治

体
が
20
市
町
村
に
の
ぼ
り
、
抜
本
的

に
改
善
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

１２月６日(木) 斉藤県議が一般質問 
（３人目の登壇、午後４時頃の予定） 
●１１月２８日／県議会開会 
●１２月４～６日／本会議・一般質問 
●１２月 ７日／各常任委員会 
●１２月１１日／東日本大震災津波復興特別委員会 
●１２月１２日／次期総合計画特別委員会 
●１２月１３日／最終本会議 
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【
9
月
】 

11
日 

日
韓
追
悼
碑
慰
霊
の
式
、
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
救
援
募
金
活
動 

12
日 

議
運
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
岩
手
の
会

の
保
健
福
祉
部
長
要
請 

13
日 

沖
縄
知
事
選
挙
オ
ー
ル
沖
縄
に
連
帯
す

る
野
党
４
党
街
頭
演
説
、
私
学
協
会
の
県

政
要
望
、
９
月
定
例
県
議
会
開
会
、
次
期

総
合
計
画
特
別
委
員
会 

14
日 

盛
岡
秋
祭
り
二
番
組
の
山
車
に
参
加 

15
日 

盛
岡
秋
祭
り
大
通
り
パ
レ
ー
ド 

18
日 

県
立
中
央
病
院
宮
田
院
長
と
懇
談 

19
日 

岩
泉
町
の
国
道
３
４
０
号
線
、
台
風
10
号

復
旧
状
況
調
査
、
町
長
ら
と
懇
談 

20
日 

部
活
動
問
題
で
懇
談 

21
日 

県
議
会
本
会
議
、
県
医
労
中
央
病
院
支
部

役
員
と
懇
談 

22
日 

私
の
ま
ち
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
市
田
忠
義
副
委

員
長
を
迎
え
て
共
産
党
を
語
る
つ
ど
い 

25
日 

本
会
議
、
千
田
美
津
子
県
議
が
一
般
質
問
、

商
工
観
光
政
策
研
究
会
の
県
商
工
会
と

の
懇
談
会 

26
日 

本
会
議
、
高
田
一
郎
県
議
が
議
案
に
対
す

る
質
疑 

27
日 

商
工
文
教
委
員
会 

28
日 

次
期
総
合
計
画
特
別
委
員
会 

30
日 

い
わ
て
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
講
演
会
、
城
東

９
条
の
会 

【
10
月
】 

1
日 

本
会
議
、
第
６
回
野
党
共
闘
調
整
会
議 

2
～
3
日 

決
算
特
別
委
員
会
で
斉
藤
県
議
が

総
括
質
疑 

4
～
12
日 

各
部
局
審
査 

6
日 

国
労
盛
岡
地
本
定
期
大
会 

7
日 

八
日
町
・秋
の
さ
ん
ま
を
楽
し
む
会 

8
日 

赤
旗
囲
碁
県
大
会
、
私
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

13
日 

県
医
労
中
央
委
員
会
、
原
発
ゼ
ロ
公
開
講

演
会
、
二
番
組
慰
労
会 

14
日 

赤
旗
将
棋
県
大
会
、
望
月
依
塑
子
講
演
会 

15
日 

最
終
本
会
議
、
県
央
部
県
立
高
校
バ
レ
ー

部
員
の
自
殺
問
題
に
関
す
る
第
三
者
委

員
会
設
置
に
関
す
る
申
し
入
れ
、
高
校

教
育
を
考
え
る
市
町
村
懇
談
会
講
演
会
・

懇
親
会 

18
日 

川
久
保
の
つ
ど
い 

20
日 

漁
業
・水
産
業
の
復
興
の
現
状
と
課
題
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

21
日 

遠
野
市
議
選
応
援 

22
日 

防
災
士
講
座
を
受
講
、
木
戸
口
参
院
議
員

を
迎
え
て
の
沖
縄
知
事
選
勝
利
報
告
会 

23
～
25
日 

商
工
文
教
委
員
会
調
査
（香
川
県
・

徳
島
県
） 

26
日 

岩
手
県
消
費
者
大
会
、
第
７
回
野
党
共
闘

調
整
会
議
、
社
会
福
祉
労
組
定
期
大
会 

27
日 

湯
沢
の
つ
ど
い
、
岩
大
工
学
部
機
械
科
会

総
会
・懇
親
会 

28
日 

県
生
活
と
健
康
を
守
る
会
総
会
、
盛
岡
市

中
央
卸
売
市
場
開
設
50
周
年
記
念
式

典
・祝
賀
会 

29
日 

防
災
士
講
座 

30
日 

大
船
渡
高
校
古
希
を
祝
う
有
志
の
会 

シンポジウムで発言するパネリストの皆さん(１０月２０日） 
 

10
月
20
日
、
宮
古

市
で
、
漁
業
・
水
産
業

の
復
興
と
課
題
を
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
、
沿
岸
各
地
か
ら

１
１
２
人
が
参
加
。
宮

古
市
の
佐
藤
廣
昭
副
市

長
が
来
賓
あ
い
さ
つ

し
、
達
増
知
事
や
沿
岸

首
長
、
県
漁
連
な
ど
各

界
か
ら
た
く
さ
ん
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が 

 

 

共
和
水
産
（
株
）

代
表
取
締
役
専
務

の
鈴
木
良
太
さ
ん

は
、
宮
古
産
の
ス

ル
メ
イ
カ
や
マ
ダ

ラ
を
使
っ
た
新
商

品
開
発
に
力
を
注

ぎ
、
水
産
業
復
活

に
貢
献
し
た
い
と

熱
く
語
り
ま
し

た
。 

 

紙
智
子
参
議
院

議
員
は
、
安
倍
政

権
が
狙
う 

 

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
資
源
部
長

の
太
田
克
彦
さ
ん
は
、
海
の
高
水
温

化
に
よ
っ
て
サ
ケ
稚
魚
の
生
残
率
が

低
下
し
て
い
る
と
説
明
。
強
い
稚
魚

づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
し
た
。 

 

重
茂
漁
協
生
産
販
売
主
事
の
山
崎

繁
一
さ
ん
は
、
震
災
後
の
漁
業
施
設

の
再
建
状
況
や
後
継
者
確
保
の
取
り

組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

共
和
水
産
代
表
取
締
役
専
務
カ
や

マ
ダ
ラ
を
使
っ
た
新
商
品
開
発
に
力

を
注
ぎ
、
水
産
業
復
活
に
貢
献
し
た

い
と
熱
く
語
り
ま
し
た
。 

 

紙
智
子
参
議
院
議
員
は
、
安
倍
政

権
が
狙
う
、
漁
業
の
現
場
置
き
去
り

の
「
水
産
改
革
」
を
批
判
。
臨
時
国

会
で 

 
権
が
狙
う
、
漁
業
の
現
場
置
き
去
り

の
「
水
産
改
革
」
を
批
判
。
臨
時
国

会
で
の
強
行
阻
止
を
訴
え
ま
し
た
。 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
斉
藤
県
議

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
ま
し

た
。 

委
員
会
で
事
件
の
経
過
や
学
校･

県

教
委
の
対
応
に
つ
い
て
追
及
。
10

月
15
日
に
は
、
高
橋
嘉
行
教
育
長

に
た
い
し
、
遺
族
の
要
望
に
こ
た
え

た
第
三
者
委
員
会
の
早
期
設
置
を

申
し
入
れ
ま
し
た
。 

 

県
教
委
の
調
査
や
県
議
会
で
の
審

議
で
、バ
レ
ー
部
員
へ
の
顧
問
の
暴
言

が「
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
け
る
暴
力
行
為

根
絶
宣
言
」
の
「
暴
力
行
為
」
に
当
た

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
顧
問
が
前
任
の
県
立
高
校

時
代
の
バ
レ
ー
部
員
へ
の
暴
言
暴
力

行
為
で
訴
え
ら
れ
、
昨
年
11
月
の
判

決
で 

 

高橋教育長に申し入れる県議団(１０月１５日） 

  
10
月
30
日
、
新
日
本
婦
人
の
会

岩
手
県
本
部
は
、
高
橋
嘉
行
教
育
長

に
た
い
し
、「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
冷
房

設 

設
備
対
応
臨
時
特
例
交
付
金
」
を
活

用
し
、
来
年
６
月
ま
で
に
学
校
の
教

室
・
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
る
よ
う
申
し
入
れ
ま
し
た
。 

 

高
橋
教
育
長
は
、「
文
科
省
に
出

向
き
予
算
の
重
点
配
分
を
要
請
し

て
き
た
。
現
場
か
ら
の
声
も
強
く
、

市
町
村
と
密
に
連
携
を
と
り
な
が

ら
要
望
の
掘
り
起
こ
し
を
行
っ
て

い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

県
央
部
の
県
立
高
校
バ
レ
ー
部

員
が
７
月
に
自
殺
し
た
事
件
で
、
遺

族
か
ら
の
相
談
と
情
報
提
供
を
受

け
、
商
工
文
教
委
員
会
と
決
算
特
別

委
員 

決
で
暴
言
な
ど
の
不
法
行
為
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
県
教
委
が
顧
問
を
処

分
せ
ず
、
別
の
高
校
の
バ
レ
ー
部
員

の
自
殺
を
招
い
た
事
態
は
重
大
で
あ

り
、「
県
教
委
の
対
応
と
責
任
が
問
わ

れ
る
」
と
批
判
し
ま
し
た
。
高
橋
教

育
長
は
「
遺
族
の
要
望
に
極
力
応
え
、

早
期
に
設
置
す
る
。
要
望
さ
れ
た
弁

護
士
の
委
員
は
日
弁
連
に
推
薦
を
要

請
し
て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

○日 時：１２月１６日（日) 午後２時 

○会 場：岩手県民会館・大ホール 

○弁 士：小池 晃 書記局長･参議院議員 

紙 智子 参議院議員 

斉藤 信 県議会議員 

高橋教育長に申し入れる新婦
人県本部の皆さん(１０月３０日) 

１０月２２日、沖縄県知事選で盟友の玉城デニ
ーさんの応援に駆けつけた、自由党の木戸口英司
参議院議員を迎えての勝利報告会が開かれまし
た。県内の国民民主党、自由党、社民党、日本共
産党が主催しました。 
木戸口参議院議員は、沖縄の民意が示されたの

に、安倍政権は新基地建設に固執していると批判。
「沖縄の思いを岩手につなぎ、参院選勝利を」と
呼びかけました。 
岩手から知事選支援に駆け付けた４人の方から

も報告がありました。 

報告する木戸口参議院議員（１０月２２日） 

１２月１２日（水）午後６時～ 

 １月 ９日（水）午後６時～ 

予約電話番号：６５１－５８８１ 

消費税８％増税による県民の負担増について質問しました。
平成２５年度と２８年度の決算額で推計すると、県民一人あた
り年間５万２千円、１世帯あたり年間１１万６千円、県民総負
担額は年間約６２５億円と推計されると答弁がありました。 
１０％増税の場合、県民一人あたり７万６千円、１世帯あた

り１７万８千円、県民総負担額は９６０億円と推計されます。 
昨年度の県内中小企業の法人事業税の課税割合は42.1％で、

57.9％は赤字となっています。赤字の中小企業にも増税となる
のが消費税であり、暮らしと地域経済を破壊する増税となるこ
とを浮き彫りにしました。 


